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第 5 章では， LB-TRC 試験法を用い，公称引張強さ 50 ，.._200 kgf / mrl の範囲の溶接金属の低温















乙の論文は， HY系高張力鋼のうち， HY90 から HY180 までの強度レベルの鋼材を用い，溶接割れ
の主原因を明らかにし，割れ発生条件を明確にした後，割れ発生防止に対する基本的な指針を得ょうと
したものである。
その成果は，割れ破面解析から，発生する溶接割れは水素による低温割れが主体であり，特にHYll0
以上の強度レベ、ルの鋼材で、は溶接金属で=の低温割れが問題となる乙とを指摘し，その割れ防止対策とし
て，実施工的には相変態膨張による拘束応力の低下を利用する乙とを提案し，将来的には，相変態膨張
量が大きく，相変態温度の低い溶接材料を開発するよう提案している。
さらに，溶接金属の低温割れに注目し，その発生条件に対する実験的考察を行なっている。そして新
しく溶接金属のみの低温割れ感受性を評価する LB -TRC試験法を提案し，各種高張力鋼の溶接金属の
低温割れ特性に関する検討を行ない，種々の新しい知見を得ている。
このような溶接割れに対して得られた知見は，今後のHY 系高張力鋼の開発ならびに構造物心溶接施
工に関して重要な指針を与えており，その成果は溶接工学ならびに工業上に貢献するところが極めて大
きい。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認めるO
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